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新型コロナウイルス感染症への対応について 

新型コロナウイルス感染症の予防策や感染が疑われる場合の対応などについて、当社とし

て原則的な対応を取りまとめました。 

皆様には予防策の徹底についてお願いするとともに、感染が疑われる場合には、各自慎重

な対応をしていただきますよう、全員に周知方通知いたします。 

 

記 

 

１．感染予防処置 

・挨拶時の握手の禁止 

  代替として：２メートル以上相手と離れ互いに目を合わせ、「今日も宜しくお願いします」

と元気良く挨拶をし頭を 45°下げ朝の挨拶をする。 

・出社前、出社時の体温測定の実施 

  37，5℃以上の熱があれば上司に報告・相談をし、出社を控える。 

・Skype朝礼時の換気 

 ・週ミーティングの集合禁止 

  代替案：週初めの Skype朝礼で行う。 

 

２．感染した場合、感染が疑われる場合の対応について 

  社内から感染者が発生した場合、多数の社員が 14日程度の自宅待機となり、実質的な操

業停止状態（全社または部門）となる可能性が高くなっています。 

  こうした事態を避けるため、当面の間、本人または同居家族について、以下表に示した

ように感染が疑われる場合、感染が確定した場合、あるいは濃厚接触者となった場合は、

一定期間の自宅待機（出社禁止）措置を行うこととします。 

  当該期間の賃金補償等については、有給休暇とし、有給休暇保有日数以上については無

給休暇とする。 

いずれの場合も直ちに管理職へ連絡し、速やかに対応を進めることが重要です。万が一

の場合も影響を最小限にとどめられるよう、皆さんのご理解・ご協力をお願いいたします。 

〔本人の場合〕 

１．感染を疑わせる風邪様症状等が出た場合 

２．症状が改善するか、受診の結果出勤が可能と判断された場合 

３．感染が確定した場合 

４．濃厚接触者となった場合 

〔同居家族等の場合〕 

１．同居家族等に濃厚接触者の疑いがある場合 

２．同居家族等が濃厚接触者になった場合 

３．同居家族等に感染を疑わせる症状が出た場合 

４．同居家族等の感染が確定した場合 



２．対応マニュアルの制定について 

原則的な対応手順を別紙「新型コロナウイルス感染症対応マニュアル」にとりまとめま

した。マニュアルは必要に応じて更新しして行きます。 

対応マニュアル参照 

３．感染予防策の徹底について 

これまでの知見により、集団感染のリスクが高まる 3つの条件が明確になっています。 

 

 

 

 

日常生活の中で、この 3 条件が同時に重なるような機会を避けるとともに、手洗いや咳

エチケットなど、感染予防策を徹底してください。 

業務上の留意点について以下に整理いたしましたので、参考としていただくようお願い

します。 

 ■社内における留意点 

 対応 

通勤 ・可能な限りで上記 3条件の緩和を心がけてください。 

勤務中 

・出社時、手指のジアグリーン消毒を徹底してください。 

・手洗い、うがい、水分摂取を励行してください。 

・可能な範囲で、職場の定期的な換気を実施してください。 

休憩・昼食 

・各部門の勤務制度を活用して、可能な範囲で休憩時間の時間差取得

を実施していただくようお願いします。 

・食堂、職場等で向かいあって飲食することは控えましょう。 

来客対応 ・入館時、手指のジアグリーン消毒をしていただくよう案内します。 

研修会・説明会・ 

会議・打合せ等 

・複数の外部者を招いて実施する場合は、上記 3 条件に該当しないよ

う配慮し、マスク着用等の対策をお願いします。 

 

  ■社外における留意点 

 対応 

得意先・取引先等

の訪問 

・相手先のご意向や社内ルール等に応じて対応してください。 

・できるだけ直接訪問せずに済ませられるよう工夫をお願いします。 

・個別に配布してあるジアグリーンを活用して消毒をしてください。 

各種セミナー・ 

会合等の参加 

・不特定多数が参加するセミナー・会合等への出席は当面の間、原則禁

止とします。 

 

  ■その他 

 対応 

マスクの着用 ・可能な限りマスクの着用をお願いします。 

宴会・懇親会等 ・不特定多数が参加する宴席の開催・参加は原則禁止とします。 

  ※就業時間以外の行動についても十分に配慮していただくようお願いします。 

 

以  上 

① 換気の悪い密閉空間 

② 多くの人が密集 

③ 近距離（互いに手を伸ばしたら届く距離）での会話や発声 


